別記２

	収 入

印 紙


　　　　　　　　　造林補助事業委託契約書（例）

　委託者○○○○（以下「甲」という。）と受託者○○森林組合（以下「乙」という。）とは、第１条に定める造林補助事業を行うため、次のとおり契約を締結する。

（事業内容）

第１条　甲が乙に委託する事業の内容は、次の通りとする。

⑴　事業名　　　　　　（例）地拵、植栽及び間伐事業

⑵　事業地　　　　　　○○町大字　　　字　　　番地

⑶　事業面積　　　　　○○ｈａ

⑷　事業期間　　　　　着手予定　　　　　年　　　月　　　日

　　　　　　　　　　　　完了予定　　　　　年　　　月　　　日

⑸　仕　様　　　　　　別紙仕様書の通り

（事業の実行）

第２条　乙は、前条に定めるところにより、期限までに誠意をもって事業を行うものとする。

２　甲は、乙に対し、委託事業の見積書を請求することができるものとする。

（事業実行報告）

第３条　乙は事業の実行状況を甲へ報告し、甲は自らその状況を調査することができる。

（精算報告）

第４条　乙は事業終了後竣工について甲の確認を得、速やかに受託事業精算書（別記２の３）を甲に提出しなければならない。

（交付申請等）

第５条　乙は、この事業に係る補助金の交付申請及び受領に関する事務を甲に代って行うものとする。

（補助金の精算）

第６条　乙は、補助金受領の際、次の各号の代金を精算することに甲は承諾するものとする。

⑴　申請にかかる施行地に使用した苗木代

　⑵　申請にかかる施行地に対する森林保険料

　⑶　肥料又は縄等を使用した施行地にあっては、その代金

　⑷　委託事業にかかる委託料

（委託費の支払）

第７条　甲は、乙に対して委託費（第４条の積算額とする。）を乙の請求後速やかに支払わなければならない。但し、乙において、甲が前条の補助金を受領の際当該委託費を精算することができるものとする。

（委託費の概算払）

第８条　乙は甲に対し事業状況により概算払の請求ができるものとする。

（事後処理）

第９条　この事業に関し乙の責任に属しない事故（補助金返還を含む。）が生じたときは、甲が責任をもって処理するものとする。

（補　則）

第１０条　この契約に定めるもののほか必要な事項については、甲乙協議の上定めるものとする。

　上記契約の証として本書２通を作成し、甲乙各１通を保有する。

　　　　　　年　　　月　　　日

　　　　　　　　　　　　　　　　甲　住　所

　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏　名　　　　　　　　　　　印

　　　　　　　　　　　　　　　　乙　住　所

　　　　　　　　　　　　　　　　　　名　称　　○○森林組合

　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表者　　代表理事組合長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印

注　共同契約による場合は、甲の住所、氏名欄に「本人兼○○他○名代表○○」とし、契約書の次頁に代表者を含めた委託者全員の住所、氏名、印を列挙し、契約書の頁との間に甲（代表）と乙とが割印する。


